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牧より更に生産の向上が期待される．Ladin0－Orchard

混播草地の管理方法・利用方法の検討が今後の問題であ

る．
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トラクターによる牧草栽培の一貫作業について
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1．は　じ　め　に

へイコンディショナー・テックーアンドレーキ・へイ

ローダーの導入を機会に，トラクターを中心とした牧草

栽培の一貫機械化作業体系が一応整ったので，従前の畜

力作業体系（昭和32年）と比較して農場運営上の立場か

ら検討を行なった．

2．方　　　　　法

1．圃場面前：75．5加の中牧草面把44．5血7

2．栽培作物名：牧草・玉筍黍・大豆・燕麦・馬鈴薯・

青刈玉筍黍・育刈ライ麦・青刈菜種・

練肥大豆および蘇芳

3．使用農機具．
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4．結果並びに考察

1．乾燥に要する期間及び作業体系に及ぼす影響

乾燥に要した日数は第1図に示すとおり，晴天の条件

下でへイコンディシaナー処理をすると翌日収納不能と

なるが，無処理のものは収納までに3日間を要した．へ

イコンデイシ三ナーのなかった畜力作業体系時に比べて

転草（テッダー作業）回数を鳩に減少させることがわか

った．乾牧草調製作業日数の短縮はへイコンディショナ

ーに負うところが大である．
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第1図．へイコンディショナー利用による

作業体系及び作業時間比較
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2．乾牧草調製期間中の作業日数

枚草栽培期間中で作業日蓼を最も多く必要とする6～

10月について比較検討を行なった．圃場での乾燥日数の

短鰍は第2図に示すとおりで，全牧草調製期間の短縮と
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第2図，乾燥調製期間中の作業　日　数

第1表．牧草栽培の所要労働時間（10（7当り〕
（畜力利用） （機械利用）

作

耕
砕
切

整
　
地

耕
　
転

石
版
下
施
覆
鎮

播
　
　
種

業

計

計

名

44．0

22．0

30．0

36．0

96．0

35．0

59．0

11．0

9．0

肥】　43．0
1　43．0

分Fl紺
60．0　－

2頭曳ポットム
3回掛け
2・′

り
砕
草
草
上
納格

取

搬

刈
圧
転
集
着
運

収
　
　
穫

23．0　　　40．0

30．0

10．0

135．0

125．0

30．0　至2回掛け
10．0　ぎ

90．0：

計

収
323．0．170．0

366．0　■　170．0

備 考

‖ぢ∵麗

16．0

10．0

17．0

22、5

51．0

0

5

5

5

5

0

2
7
7
0
0
7
3

128．5　　　66．0

148．5：　76．0



東北農業研究　第4号　　　　　　　　　　　　　　　　　　157

なってあらわれ，牧草作業のトラクター機械化された昭

和35年の乾燥調製作業日数は，ほぼ同一両帝であった昭

和32年に比較して30日間の短桁がされた．

3．所要労働時間の短折

従前の畜力作業体系に比較する七，第1表に示すとお

りで，新播牧草栽培ではトラクター作業体系によって

57．3％の節減となった．これは播種時にシードドリルを

利用し作業の単純化を図り，播種t施肥・覆土および鎮

圧と同時に実施したことによるものと考えられる．収穫

作業では59．5％の節減がされた．乾牧草調製期間は牧草

以外の作物の各種作業が集中する時期であるので，牧草

収穫時期の労力の節減はその分だけ他の経営部門へ労働

投下の可能性を意味し，経営全体を有利に展開すること

ができることになる．

今検，へイベーラーを導入することにより，さらに労

働時間の節減が期待されるであろう．

4．生産性について

牧草の一貫機械化による効果は第2表に示すとおり

で，収量の増加（20～30％）並びに1人当りの生産量の

増加（34％）となって現われているが，これは機械力に

よる均一な播格・施肥及び適期刈取り，追肥の実施によ

るものと考えられる．

第2表．投下労力と収量
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5．栄養価につし、て

栄養価の分析結果は第3表に示すとおりで，適期刈取

りと乾牧草の短日処理により栄養成分の増収（粗蛋白15

％前後）を期待することが出来た．

第3表．栄養価比較（無水分中％）
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6．作業工程及び燃料消費量

作業工程及び燃料消費量は第4表のとおりである．

第4表．牧草栽培の作業工程及び燃料消費量
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作　業　名 使用農機具 刈　′高

使　用　農　機　具
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速　　度
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5．おわりに

日本の乾牧草調製は天候不順という悪条件下にあるた

め，どうして適期に刈取り，短期間に乾燥させ，良質の

牧草を生産するかということが問題となる．そのためへ
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イコンディショナーを中心とする牧草調製の機械化によ

り，その問題解決に一応見通しをつけることができた．

従って一貫した機械化により労働の生産性の向上と，増

収と栄養価の増加により土地の生産性の向上を期待でき

ることがきっかった．

高冷地畑作経営におけるト　ラクター

共同利用に関する研究（第1報）

那須野　　草・大　坊　日　出　男

（東　北　農　試）

発展の余地が大きいとみられながら，低位生産に侍っ

ている東北北部畑地帯を対象として，酪農と商品作物と

を結合させた営農方式の確立を目標に，トラクター及び

附属農機具を中心とした作業方式を導入し，最適期・最

適作業によって耕種生産力を上昇させるために，昭和35

年から小型及び中型トラクター共同利用の実験を行な

い，生産力発展機構の解析を試みて来た．

この報告は′ト型トラクターの導入初年日の利用の実態
を中心に報告する．

1．実　験　方　法

1・実験場所：岩手県岩手郡雫石町盆花開拓地

2・導入機種：FarmellCubTractor（12．5PS）及び

附属農機具24種

3・農家戸数‥3戸（耕地は近接している）

4・圃場条件：畑面前12．5如，小渓谷に狭まれた台地，

全般に5～6度傾斜している．区画は不

整形なものが多く，大小の凹凸も多い．

2．実験結果の概要

実験は①既成のトラクター体系（東北農武における調

査並びに実験研究の成績による）の法則性の検討と，㊥

トラクター体系に対する創造的動き（農機具系列とその

利用法に対しての農家の坂捨選択及び創造の過程）を追

跡することに立って進めた．前者は設計の歪曲過程であ

り，後者は農機具の性能の発現に対する要因の解析にあ

る．最後に㊥耕桂部門でのトラクター導入効果と今後の

対策について検討する．

1．設計の設定とその歪曲過程

（1）耕種法について

現地での播種法・施肥法等を定量的に決定出来る資料

がないため，慣行栽培法と収量を中心に，近在疫試の試

験例を参照して経験的に決定し七．その折采は第1表の

とおりである．
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